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＜活動内容＞ ＜活動の様⼦＞

活動の様⼦の写真

成果物の写真

活動内容の追加コメント

＜⽬的＞

＜成果＞

 製品等の⼊庫業務、製品等の仕分け・保管・管理業務

対象年度

施設外に取り組む事で作業や活動の域を広げることが出来,
実社会において必要とされる社会⼈としての⾃覚やマナー⼜
働く上で必要となる挨拶、報告などを⾝に付けることが出来
る。

個⼈の技術や作業スピードを上げることも必要だが、ペアを組んで仕事をする
為、相⼿とのコミュニケーション能⼒や連携が必要である。周りの状況や相⼿の
動きをみながら仕事の効率を上げていくことが必要である。

⼀般企業内で⼀般の社員の⽅々と同等の作業を任されている事が個々の⾃信に繋
がり仕事に対しての責任や誇りが持てるようになってきた。⼜取引先に商品を卸
す作業を担っている為賞味期限の確認や商品の取り扱いなど作業には緊張感を持
ちながら取り組めておりトラブル発⽣の際も報告・連絡・相談などがきちんと出
来るようになった。

実施⽇程︓令和４年８⽉〜

実施した⽣産活動・施設外就労の概要

〈課題点〉

 その他に取り決めた付帯業務

利⽤者数︓5名

就労継続⽀援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ワークステーションさくら⻑江事業所 事業所番号 1610102665

住 所 富⼭市⻑江本町2-47 管理者名 藤井 久美⼦

活動場所︓(株)ワイティエストヤマ

令和４年度

地域連携活動の概要

電話番号 076-464-3757

連携先企業名 (株)ワイティエストヤマ 担当者名 坂野

連携先の企業等の意⾒または評価
連携した結果に対する意⾒または評価

今後の連携強化に向けた課題

当初は⼊庫作業において格納ミスや⽇付管理ミスもありましたが施設利⽤者様が積極的に業務を覚えたいという意識が⾒
受けられ、現在は改善し業務のスピードも当初と⽐較し格段に上がっており感謝しております。⼜当初より挨拶等もきち
んとしていただき安⼼感も感じておりました。

現在は⼆⼈⼀組での作業をしていただいておりますが欲を申し上げると⼀⼈での作業にチャレンジいただく事で作業の効
率もアップするのでご検討よろしくお願いいたします。

様式１


